（例１：設立趣意書）

医療法人　○○会　設立趣意書
１　既存医療機関の沿革及び現状

○○年○○月　○○市○○町○○番地　○○診療所を開設

以来○○年余、地域医療に貢献し、現在に至る。

２　医療法人の設立動機及び必要性

近年患者数が増大し、今後も永続的に診療所を運営していくため、医療法人を設立し、家計と経営を分離し近代的経営を行い、診療所の安定を図る。

３　医療法人設立後の経営方針

　　　法人化により、医療設備を充実させ、又、職員の研修教育を行い、従前にも増して地域医療に貢献していきたい。

　

〈うえのほか、医療法人の名称由来についても記載すること。〉
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人　○○会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設立代表者　○○　○○　㊞

（例２：設立総会議事録）
医療法人○○会設立総会議事録
１　日　　時　○年○月○日　○時○分～○時○分

２　場　　所　高知県○○市○○町○○番地　○○診療所応接室
３　出席した設立者の住所・氏名

高知県○○市○○町○○番地　　○○　○○

高知県○○市○○町○○番地　　○○　○○

高知県○○市○○町○○番地　　○○　○○
４　議　　事

　　医療法人○○会を設立するため、上記のとおり設立者全員が出席した。議長を選出すべく、全員で互選したところ、○○○○が選ばれ、本人はこれを承諾し議長席に着き、　　○時○分開会を宣し、議事に入った。

　第１号議案　医療法人設立趣旨承認の件

　　　議長は本法人の設立趣意書案を朗読し、設立趣旨の承認を全員に諮ったところ、全員異議なくこれを承認し、本案は可決された。

　第２号議案　社員確認の件

　　　議長は発言し、本法人が高知県知事の認可を受けて設立されたときは、本設立総会に出席した設立者全員が本法人の社員となることを述べたところ、全員異議なくこれを承認し、本案は可決された。

　第３号議案　定款承認の件

　　　議長は本法人の定款案を朗読し、同定款を議決する前に、設立当初の役員を選任し、選任されたものの氏名を同定款附則第２条に記載する必要がある旨を説明した。

設立者○○○○は発言し、役員として次の者を選任するように提案する旨を述べた。

理事　　○○　○○

　　　　　 同 　　○○　○○

　　　　　 同 　　○○　○○

　　　　　監事　　○○　○○

　　　議長は発言し、設立者○○○○の提案を認め、他に提案がなかったため、役員選任について採決を行ったところ、全員異議なく提案どおり役員が選任された。

　　　選任された者は、各自この就任を承諾した。

　　　ついで議長は、理事長を選任したい旨を述べ、理事に決定した者の内から、次のように互選された。

　　　　　理事長　　○○　○○

選任された者は、この就任を承諾した。

議長は発言し、前記役員の氏名を記載した定款を諮ったところ、全員異議なくこれを承認し、本案は可決された。

（基金制度採用の場合）

　第４号議案

議長は発言し、本法人設立の資産とするため、基金の拠出を受けたい旨を述べ、基金の募集事項を定め社員全員に通知し社員全員の同意を得た。

これを受け、設立者のうち基金の引受申込書の提出があり、基金の割当てについて別紙のとおり基金の額を割り当てることに決定した。

また、△△△△は発言し、当該基金の拠出金に関し、次のように述べた。

　　　基金の拠出金は医療法人○○会設立認可後○年間が経過した後に、拠出者との合意の定めるところにより返還するものであり、金銭以外の資産にかかる拠出金の返還については、拠出時における当該資産の価格をもって返還すること。

　　　医療法人が解散した場合には、他の債務の弁済後でなければ拠出金を返還することができないこと。

　　　拠出金は利子を付して返還しないこと。

　　　議長は前記の拠出金の件について全員に諮ったところ、一同これを確認し、承認した。

　第５号議案　○年度及び○年度の事業計画案並びに収支予算案の承認の件

　　　議長は発言し、○年度及び○年度の事業計画案並びにこれに伴う予算案を一同に示すとともに詳細に説明をなし、承認を求めたところ、全員異議なく承認し、本案は可決された。

　第６号議案　設立代表者の選任の件

　　　議長は発言し、医療法人の設立は、原則として設立者全員の連署で高知県知事に申請することとなっているが、設立代表者を１名選任し、設立に関する一切の権限を委任したい旨を述べたところ、一同これに賛成したので、設立代表者を互選したところ、○○○○が選任された。

○○○○は、これを承諾した。

　第７号議案　本法人の開設する○○診療所の土地を賃借する契約の承認の件

　　　議長は発言し、本法人の開設する○○診療所の土地を賃借する予定なので、賃貸借契約書案を示し、これの承認を求めたところ、全員異議なく承認し、本案は可決された。
　

　以上をもって、医療法人○○会の設立に関する全ての議事を終了したので、議長は閉会を宣した。

　本日の決議を確認するため、設立者全員が記名押印する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設立者　　○○　○○　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　○○　○○　　㊞

同　　　○○　○○　　㊞

　　　　　 

原本に相違ありません。

○年○月○日　○○　○○　　㊞
（例３：設立概要）

医 療 法 人 設 立 概 要


１　名　　　　　称　　医療法人○○会


２　事務所の所在地　　高知県○○市○○町○○番地

３　設 立 代 表 者　　住　所　（〒○○○－○○○○）

　　　　　　　　　　　　　　　　高知県○○市○○町○○番地

氏　名　　○○　○○

４　設立者（社員）及び拠出額等

	設 立 者

氏　　名
	現在の

職　業
	設立代表者

との関係
	就任予定

役 職 名
	拠　出　額

（円）

	○○　○○
	医　師
	本人
	理事長
	15,000,000

	○○　○○
	事務員
	妻
	理　事
	2,000,000

	○○　○○
	自営業
	父
	理　事
	0



５　設立当初の役員

	役職名
	氏　　名
	職　　業
	生年月日
	住　　所

	理事長
	○○　○○
	医　師
	○.○.○
	高知県○○市○○町○○番地

	理　事
	○○　○○
	事務員
	○.○.○
	高知県○○市○○町○○番地

	理　事
	○○　○○
	自営業
	○.○.○
	高知県○○市○○町○○番地

	監　事
	○○　○○
	無　職
	○.○.○
	高知県○○市○○町○○番地



６　法人が開設しようとする診療所

（１）名　称　　○○診療所

（２）所在地　　高知県○○市○○町○○番地

（３）診療所の管理者（院長）

	氏　　名
	生年月日
	担当科目
	医籍登録年月日

及　び　番　号
	理事就任

の 有 無

	○○　○○
	○年○月○日
	内科、神経内科

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科
	○年○月○日

第○○○○○○号
	有


　

（４）診療科目

　　　　内科、神経内科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

　

（５）診療日及び診療時間

　　　診 療 日　月曜日～土曜日

休 診 日　日曜日・祝祭日

　　　診療時間　月曜日～金曜日　午前８：３０～１２：００　午後１：００～５：００
　　　　　　　　土曜日　　　　　午前８：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　　　　　

（６）法人が開設しようとする診療所の概要


①敷地面積　○○○．○㎡

（うち借地○○○．○㎡）

借地部分の所有者名及び設立代表者との関係

	借　地　面　積
	所有者名
	設立代表者との関係
	賃　借　料

	○○○．○㎡
	○○　○○
	妻の父
	月額

○○○,○○○円



②建物の構造　鉄骨造陸屋根２階建　○○○．○㎡

（うち借家部分　　　　０㎡）

借家部分の構造・面積、所有者名及び設立代表者との関係

	借家部分の

構造・面積
	所有者名
	設立代表者との関係
	賃　借　料

	
	
	
	


　　　　

③許可病床数　○床

④患者数（１日平均）　入院○人、外来○人


　　（７）資産（正味資産）額　17,000,000円

　　　　（資産合計　52,000,000円　－　負債　35,000,000円）

※資産内容：別添財産目録
　（８）医療従事者数（医療従事者名簿添付）

　　　　　医師（歯科医師）　　　　　○名

　　　　　放射線技師　　　　　○名
　　　　　薬剤師　　　　　○名

　　　　　看　護　師　　　　　○名

　　　　　准看護師　　　　　○名

　　　　　歯科技工士　　　　　○名

　　　　　歯科衛生士　　　　　○名

　　　　　その他　　　　　○名（職種内訳書添付）

　　　　　　　　計　　　　　　　　　○名

（例４：設立者（社員）名簿）
設立者（社員）名簿
	（ふりがな）

氏　　　　名


	住　　所
	

	
	電話番号
	

	
	生年月日
	

	
	職　　業
	

	
	勤 務 先
	

	
	拠 出 額
	

	（ふりがな）

氏　　　　名


	住　　所
	

	
	電話番号
	

	
	生年月日
	

	
	職　　業
	

	
	勤 務 先
	

	
	拠 出 額
	

	（ふりがな）

氏　　　　名


	住　　所
	

	
	電話番号
	

	
	生年月日
	

	
	職　　業
	

	
	勤 務 先
	

	
	拠 出 額
	

	（ふりがな）

氏　　　　名


	住　　所
	

	
	電話番号
	

	
	生年月日
	

	
	職　　業
	

	
	勤 務 先
	

	
	拠 出 額
	

	（ふりがな）

氏　　　　名


	住　　所
	

	
	電話番号
	

	
	生年月日
	

	
	職　　業
	

	
	勤 務 先
	

	
	拠 出 額
	

	拠出額合計：　　　　　　　　　　　　　　　円


総会開催年月日としてください。





実績２年以上の


一人医師医療法人の場合は、添付を省略できます。





設立者（社員）は


３名以上と


してください。





理事は３名以上とし、法人が開設する医療機関の管理者は全て加えてください。


（営利法人の代表者は理事になれません。）





次の者は、監事になれません。


①雇用関係にある者（職員、顧問税理士等）


②他の役員と親族等の特殊な関係がある者


③営利法人の代表者





次の者は、理事長になれません。


①医師・歯科医師でない者


②営利法人の役員





例に挙げた議題は最低限のものです。


他に必要な事項があれば協議し、


賛同を得るようにしてください。





写しを添付する場合は、


設立代表者が


原本確認をしてください。





既存の法人と


同じ名称でないこと。





定款と一致


していること。





社員は３名以上としてください。





拠出額が０円でも


社員となれます。





理事長は医師であること。





理事は理事長を含め、３名以上であること。


又、医療機関の開設・経営上利害関係にある営利法人等の役職員を兼務していないこと。





監事は、職員でないこと。又、他の役員と親族等の特殊な関係がある者でないこと。


医療機関の開設・経営上利害関係にある営利法人等の役職員を兼務していないこと。





定款と一致


していること。





法人が開設する医療機関の


管理者は全て理事に加えてください。





医療法施行令第３条の２に定める科目　及び　麻酔科





不動産登記事項証明書と合わせてください。





近隣の土地の賃借料と比較して著しく高額である場合は、医療法第５４条（剰余金配当の禁止）に抵触するおそれがあります。





不動産賃貸契約書と合わせてください。





不動産登記事項証明書と合わせてください。





不動産賃貸契約書と合わせてください。





近隣の建物の賃借料と比較して著しく高額である場合は、医療法第５４条（剰余金配当の禁止）に抵触するおそれがあります。





予算書の収入内訳と合わせてください。


（増減がある場合は、開設当初の人数を記入してください。）





新たに医療施設を開設する場合


２か月分の運転資金を有すること。








予算書の給与内訳と合わせてください。


（増減がある場合は、開設当初の人数を記入してください。）








